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●
水
を
た
く
わ
え
災
害
を
防
ぎ
ま
す
。

●
き
れ
い
な
水
を
生
み
出
し
ま
す
。

●
空
気
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。

●
多
様
な
動
物
の
生
息
の
場
と
な
り
、人
に 

　
安
ら
ぎ
を
与
え
ま
す
。

●
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
地
球
温
暖
化
を

　
防
ぎ
ま
す
。　
な
ど

●
長
年
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
ス
ギ
・
ヒ

　
ノ
キ
の
森
林
を
所
有
さ
れ
て
い
る
人
。

●
里
山
の
森
や
竹
林
を
き
れ
い
に
し
た
い

　
自
治
振
興
区
や
集
落
の
人
。

●
荒
れ
て
手
入
れ
が
必
要
な
マ
ツ
・
広
葉
樹

　
な
ど
の
森
林
を
所
有
さ
れ
て
い
る
人
。

●
森
林
に
興
味
が
あ
り
、森
づ
く
り
に
参
加

　
し
た
い
人
。

　
15
年
以
上
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
の
間
伐
な
ど
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

①
人
工
林
の
間
伐

②
台
風
や
大
雪
に
よ
る
被
害
木
の
片
づ
け

　（
二
次
災
害
の
防
止
）

③
間
伐
用
の
作
業
路
の
整
備

※
人
工
林
の
間
伐
に
は
所
有
者
負
担
金
と

し
て
１
㌶
当
た
り
1
万
円
が
必
要
で
す
。

　
マ
ツ
や
広
葉
樹
な
ど
の
里
山
林
の
手
入

れ
、間
伐
材
の
有
効
利
用
、森
林
・
林
業
体
験

活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１ 

里
山
林
整
備

①
放
置
さ
れ
た
里
山
林
の
除
間
伐
・
下
草
刈

　
り

②
松
く
い
虫
被
害
跡
地
の
整
理

③
竹
林
の
伐
採
お
よ
び
整
理
に
よ
る
繁
茂

　
の
防
止

④
有
害
鳥
獣
の
生
息
の
場
と
な
っ
て
い
る

　
里
山
林
を
整
備
し
、野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

　
作
物
被
害
の
防
止

２ 

里
山
保
全
活
用
支
援

　
里
山
林
の
保
全
活
用
に
関
す
る
住
民
団

体
や
N
P
O
団
体
な
ど
の
自
ら
の
取
り
組

み
に
対
す
る
支
援
。

３ 

森
林
・
林
業
体
験
活
動
支
援

　
森
林
の
機
能
や
林
業
に
つ
い
て
学
ぶ
体

験
活
動
に
対
す
る
支
援
。

４ 

間
伐
材
利
用
対
策

　
間
伐
材
の
有
効
活
用
や
、木
質
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
普
及
に
関
す
る
取

り
組
み
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室

農林振興課林業振興係　鈎0824-73-1227

　広島県の森林の持つ機能を、利水ダムなどの代替物で評価した
ところ、評価額は年間1兆7,780億円と算出されています。その公
益的機能を十分に発揮させるため、市は「ひろしまの森づくり県
民税」を財源とする「庄原市森づくり事業」に取り組んでいます。
この森づくり事業は、手入れが十分にされていない人工林（スギ、
ヒノキ）や里山林（天然林、マツ、広葉樹など）の間伐などを行うも
のです。事業を実施した森林所有者から「低額の負担金で森林の
整備ができた」「荒れた竹林が美しい里山風景になった」など、大
変好評です。
　現在、平成22年度の事業実施を希望される森林所有者や団体
を募集しています。応募締切は2月末日で、応募多数の場合は道路
沿いの森林など、事業の目的と成果が市民に実感できる個所を優
先して採択します。
　ご希望の方は農林振興課または各支所地域振興室へご相談く
ださい。

人
工
林
対
策

里
山
林
対
策

森
林
の
公
益
的
機
能

事
業
の
内
容
は

森
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
せ
ん
か

庄原市森づくり事業

22年度参加者募集中
business made with a forest

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
、修
学
が

困
難
な
生
徒
や
学
生
に
対
し
て
支
援
す
る

「
庄
原
市
奨
学
金
制
度
」が
さ
ら
に
充
実
し

ま
し
た
。

　
昨
今
の
経
済
の
低
迷
や
格
差
社
会
が
広

が
り
つ
つ
あ
る
な
か
、高
等
学
校
へ
の
就

学
支
援
の
充
実
と
若
者
の
定
住
促
進
を
図

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
広
域
に
お
け
る
通
学
事
情
を
考
慮
し
、

市
内
お
よ
び
近
隣
の
高
等
学
校
に
就
学
す

る
生
徒
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
る
た

め
、国
公
立
高
等
学
校
に
つ
い
て
、次
の
と

お
り
貸
付
額
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
以
降
に
新
た
に
貸
し
付
け

が
始
ま
る
方
か
ら
適
用
し
ま
す
。

自
宅
通
学
　
月
額
1
万
3
0
0
0
円

↓
月
額
1
万
8
0
0
0
円

自
宅
外
通
学
　
月
額
1
万
7
0
0
0
円

↓
月
額
2
万
3
0
0
0
円

　
庄
原
市
出
身
の
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
と
定

住
を
促
進
す
る
た
め
、返
還
免
除
制
度
を

新
設
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
、高
等
学
校
な
ど
を
卒
業
し
、

奨
学
金
の
返
還
義
務
が
生
じ
た
と
き
か
ら

返
還
完
了
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、継
続

し
て
３
年
以
上
市
内
に
居
住
す
る
方
。そ

の
期
間
の
返
還
金
と
市
税
を
完
納
し
て
い

れ
ば
、引
き
続
き
市
内
に
居
住
す
る
期
間

に
納
期
が
到
来
す
る
返
還
金
が
免
除
申
請

に
よ
り
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、本
制
度
は
平
成
22
年
度
以
降
に

新
た
に
返
還
が
始
ま
る
方
か
ら
適
用
し
ま

す
。

　
奨
学
金
の
貸
付
希
望
者
の
実
情
に
応
じ

て
、進
学
先
確
定
後
の
申
請
が
で
き
る
よ
う
、

受
付
期
間
を
変
更
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
1
月
10
日
～
1
月
31
日

↓
2
月
16
日
～
4
月
15
日

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係
　
鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
1
5
5

将
来
の
地
域
医
療
を
担
う
学
生
を
支
援

―
医
療
従
事
者
育
成
奨
学
金
を
創
設
―

　
深
刻
化
す
る
市
内
の
医
療
従
事
者
不
足

を
解
消
し
、市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
と
生

活
の
安
心
を
支
え
る
地
域
医
療
を
守
っ
て

い
く
た
め
、「
庄
原
市
医
療
従
事
者
育
成
奨

学
金
制
度
」を
県
内
市
町
で
初
め
て
創
設

し
ま
し
た
。

　
将
来
、市
内
の
医
療
機
関
な
ど
に
医
師

や
看
護
師
、助
産
師
、准
看
護
師
と
し
て
勤

務
す
る
意
思
の
あ
る
学
生
が
対
象
。所
得

制
限
は
な
く
、在
学
中
の
方
も
対
象
で
す
。

貸
付
額
は
、医
学
生
と
研
修
医
が
月
20
万

円
以
内
、そ
の
他
は
月
10
万
円
以
内
。ま
た
、

入
学
支
度
金
と
し
て
、医
学
生
に
1
0
0

万
円
、看
護
師
や
助
産
師
、准
看
護
師
に
50

万
円
を
貸
し
付
け
ま
す
。

　
貸
付
期
間
は
、医
学
生
6
年
、看
護
師
5

年
、助
産
師
4
年
、研
修
医
と
准
看
護
師
2

年
。奨
学
金
の
返
還
は
、臨
床
研
修
終
了
後
、

ま
た
は
必
要
資
格
取
得
後
、10
年
以
内
に

な
り
ま
す
。し
か
し
、将
来
、市
内
の
医
療

機
関
な
ど
に
一
定
期
間
勤
務
す
れ
ば
、奨

学
金
返
還
の
全
額
か
一
部
を
免
除
し
ま
す
。

ま
た
、返
還
の
猶
予
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
申
請
期
間
は
2
月
16
日
～
4
月
15
日
で
、

全
国
か
ら
募
集
し
、審
査
会
を
経
て
4
月

下
旬
に
決
定
し
ま
す
。な
お
、定
員
は
今
後

決
定
し
ま
す
。

　
詳
し
い
募
集
案
内
は
、2
月
初
旬
に
行

政
文
書
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
医
療
機
関
な
ど
と
は
、市
内
の
病
院
、診

療
所
、学
校
、保
育
所
、幼
稚
園
、介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
い
う
。

●
貸
付
対
象
者

①
将
来
、医
療
従
事
者
と
し
て
市
内
の
医

療
機
関
な
ど
に
勤
務
す
る
意
思
が
あ
る
方
。

②
庄
原
市
が
設
け
る
他
の
奨
学
金
制
度
を

現
に
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

●
募
集
人
員

医
学
生
・
研
修
医
　
若
干
名

看
護
師
・
助
産
師
・
准
看
護
師
　
若
干
名

●
奨
学
金
の
返
還
免
除

　
奨
学
金
の
貸
付
期
間
の
1
・
5
倍
に
相

当
す
る
期
間
、市
内
の
医
療
機
関
な
ど
に

勤
務
し
た
と
き
。

【
例
①
医
学
生
】

貸
付
期
間
６
年
間

（
2
4
0
万
円
／
年
×
6
年
＋

入
学
支
度
金
1
0
0
万
円
＝
1
5
4
0
万
円
）

↓
市
内
で
の
勤
務
期
間
９
年
間
↓
全
額
免
除

【
例
②
看
護
師
】

貸
付
期
間
４
年
間

（
1
2
0
万
円
／
年
×
4
年
＋

入
学
支
度
金
50
万
円
＝
5
3
0
万
円
）

↓
市
内
で
の
勤
務
期
間
６
年
間
↓
全
額
免
除

教
育
総
務
課
総
務
係

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
1
8
2

庄
原
市
奨
学
金
が
充
実

貸
付
額
増
と

返
還
免
除
新
設

庄原市奨学金の貸付月額（通学区分などで異なります）

学校区分 貸付月額

※所得などによる資格要件がありますので、詳しくは教育総務課へ
お問い合わせください。また、高等学校および高等専門学校につ
いては、生活保護法による要保護者などを対象とした奨学金支給
制度もあります。

国
公
立
高
等
学
校
の
貸
付
額
の
引
き
上
げ

市
内
居
住
に
よ
る
返
還
免
除
制
度
の
新
設

貸
付
申
請
書
の
受
付
期
間
の
変
更

高等学校、中等教育学校後期
課程、特別支援学校高等部、専
修学校（高等課程）

大　　学

短期大学、専修学校（専門課程）

高等専門学校、各種学校など

18,000円～25,000円

30,000円～48,000円

30,000円～45,000円

20,000円～35,000円


